
ＤＯの環境基準不適合事例について 

 

○ ＤＯの環境基準値は、ＡＡ、Ａ類型が 7.5mg/L 以上、Ｂ、Ｃ類型が５mg/L 以上、Ｄ、Ｅ類

型が２mg/L 以上である。 

○ 大阪府の公共用水域水質調査では、午後３時に最も近い採水時の試料について、ＤＯの測定

を行っている。 

○ 平成19年度は、調査を行った1,112検体のうち45検体でＤＯの環境基準を下回っていた（不

適合割合４％）。淀川、神崎川、大和川水系では環境基準の不適合はなく、寝屋川水系、大

阪市内河川、泉州諸河川でＤＯの環境基準値を下回る値がみられた。 

○ 類型別にみると、Ｅ類型の河川水域では、環境基準の不適合はみられなかった。 

 

ＤＯの環境基準不適合状況【類型別】（平成 19 年度） 

類型 不適合検体数／調査検体数（％） 不適合地点数／環境基準点数（％）

Ａ １８／２６４ （７％） ７／２２ （３２％）

Ｂ ５／４２８ （１％） ４／３７ （１１％）

Ｃ １６／１８０ （９％） ７／１５ （４７％）

Ｄ ６／１５６ （４％） ４／１３ （３１％）

Ｅ ０／８４ （０％） ０／７    （０％）

計 ４５／１１１２ （４％） ２２／９４ （２３％）

 

ＤＯの環境基準不適合状況【水系別】（平成 19 年度） 

水系 不適合検体数／調査検体数（％） 不適合地点数／環境基準点数（％）

淀川水系 ０／１６４ （０％） ０／１５  （０％）

神崎川水系 ０／２４０ （０％） ０／２０  （０％）

寝屋川水系 ６／１０８ （６％） ４／９  （４４％）

大阪市内河川 ２１／１４４（１５％） １１／１２ （９２％）

大和川水系 ０／１６８ （０％） ０／１４  （０％）

泉州諸河川 １８／２８８  （６％） ７／２４ （２９％）

計 ４５／１１１２  （４％） ２２／９４ （２３％）

 

 

ＳＳの環境基準不適合事例について 

 

○ ＳＳの環境基準値は、ＡＡ～Ｂ類型で 25mg/L 以下、C類型で 50mg/L 以下、Ｄ類型で 100mg/L

以下、Ｅ類型では「ごみ等の浮遊が認められないこと」となっている。 

○ 大阪府の公共用水域水質調査では、６時間間隔で４回採水し、混合試料についてＳＳの測定

を行っている。 

○ 平成 19 年度は、大津川上流（Ｂ類型）及び樫井川上流（Ｂ類型）の２地点（３検体）で、

ＳＳの環境基準値の超過がみられた。 

○ 過去５年間に環境基準の超過があった地点の状況は以下のとおりで、Ａ類型又はＢ類型の地

点での超過が大半を占めている。 

平成 19 年度：２地点（Ｂ類型２地点） 

平成 18 年度：５地点（Ａ類型２地点、Ｂ類型３地点） 

平成 17 年度：５地点（Ａ類型１地点、Ｂ類型４地点） 

平成 16 年度：３地点（Ｂ類型３地点） 

平成 15 年度：７地点（Ａ類型４地点、Ｂ類型２地点、Ｃ類型１地点） 

 

資料３－２ 


